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4月
1日
(土
)に
本
市
2校
目
の
義
務
教
育
学
校

と
な
る
葛
生
義
務
教
育
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

写
真
は
4月
2日
(日
)に
屋
内
運
動
場
で
行
わ
れ
た

校
旗
授
与
式
の
様
子
で
す
。

■
 令
和
５
年
度
予
算
案
を
可
決

■
 予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
延
べ
３２
人
が
質
疑

■
 一
般
質
問
に２０

人
が
登
壇

▼
佐
野
市
議
会
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
中
継
と

　
録
画
に
よ
り
映
像
配
信
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年

2023
2023
20235

.1

令
和
5
年
2
月
定
例
会



令和５年度の予算案を審議、可決令和５年度の予算案を審議、可決
令和５年度予算は、「令和５年度佐野市行政経営方針」及び「令和５年度予算編成方針」等に基づき
編成されました。
市長の予算大綱説明に対する質疑に滝田洋子議員（日本共産党議員団）、小倉健一議員（志翔会）、
木村久雄議員（公明党議員会）、小暮博志議員（政友みらい）、田所良夫議員（新風）、澤田裕之議員
（蒼生会）（以上質疑順）の６人が登壇しました。
また、議員全員で構成される予算審査特別委員会では、
一般会計、特別会計及び公営企業会計の予算案に対し、３月
１０日、１４日、１５日、１６日、２０日の５日間にわたり延べ
３２人の委員による質疑が行われました。その結果、新年度
予算全７議案を可決し、併せて「令和５年度予算審査要望書�
(４・５ページに記載)」を取りまとめました。

市長の予算大綱説明

委員長
田所　良夫

副委員長
長浜　成仁

佐野市議会　議会中継

　「令和5年第1回（2月）定例会・
常任委員会・予算審査特別委員会」
からご覧ください。

（パソコン・タブレット・スマートフォンで
   映像をご覧になれます！）予算審査特別委員会

発言
順序 氏　名
1 春 山 敏 明
2 金 子 保 利
3 滝 田 洋 子
4 神 宮 次  秀 樹
5 菅 原 　 達
6 高 橋 　 功
7 小 倉 健 一
8 鶴 見 義 明
9 蘒 原 政 夫

発言
順序 氏　名
1 鈴 木 靖 宏
2 菅 原 　 達
3 早 川 貴 光
4 神 宮 次  秀 樹
5 久 保 貴 洋
6 鶴 見 義 明
7 小 倉 健 一

発言
順序 氏　名
10 澤 田 裕 之
11 慶 野 常 夫
12 横 井 帝 之
13 木 村 久 雄
14 小 森 隆 一
15 鈴 木 靖 宏
16 小 暮 博 志
17 早 川 貴 光
18 久 保 貴 洋

発言
順序 氏　名
8 木 村 久 雄
9 小 森 隆 一

10 小 暮 博 志
11 金 子 保 利
12 滝 田 洋 子
13 春 山 敏 明
14 澤 田 裕 之

一　般　会　計

特別会計及び公営企業会計
予算審査特別委員会

質疑者一覧

予算審査会場の様子予算審査会場の様子

議会からこんにちは　2023.5.1 2



予算の概要（当初予算額）令和５年度

一般会計 ５２４億７，０００万円

特別会計 ２５８億９，９５０万円

公営企業会計収入 ９３億１，２９１万円

 　〃 　 支出 １１９億２，７４３万円
（1万円未満四捨五入）

議員人件費　
２億１，０３０万円

　議員２４名の人件費

職員人件費　
７，１０４万円

　議会事務局職員９名の人件費

政務活動支援事業費　
７２０万円　議員一人あたり年間３０万円（月額２万５千円）の政務活動費

を交付する費用（議員２４名分）

議会運営総務事務費
３０９万円

　議会運営に関する諸費用

会議録作成事業費　
６０２万円

　会議録作成費、会議録検索システム編集加工業務委託料など

議会だより発行事業費
４０４万円

　さの市議会だよりの印刷費用（各定例会号・年４回分）

常任委員会活動支援事業費　
２９４万円

　常任委員会の行政視察に使用に要する費用

議会映像配信事業費　
２３０万円

　定例会及び臨時会の映像配信に要する費用

全国市議会議長会参画事業費、ほか７事業
２０９万円

　全国市議会議長会負担金など

計 ３億９０２万円

（注）各事業費の1万円未満を四捨五入しているため、実際の数値と異なることがあります。	

議　会　費
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安全安心に暮らせるまちづくり　
　昨今、激甚化する自然災害をはじめとする想定外の災害が身近に発生する状況が見られており、更に
犯罪発生の増加も懸念されるところである。そのため、快適に、より安全安心に暮らせるまちづくりを
目指し、市民の命及び生活を守るための消防・防災・防犯体制の充実強化が重要課題である。デジタル
技術を活用したスマートセーフシティの推進により、より有益な防災情報を市民に的確に発信し、及び
市民の防災意識の高揚に努められたい。
　また、防災アセスメントの調査結果を基に地域防災計画を改定するとともに、災害用ドローンの新規
導入をはじめ資機材の整備・充実を図り、今後の災害対応に活用されたい。さらに、防犯対策として
ＬＥＤ防災灯及び防犯カメラの設置強化に継続して注力されたい。

スマートセーフシティの更なる進化
　人口急減及び超高齢化が継続することが推測され、今後の社会・経済機能をいかに維持していくかが
喫緊の課題であることから、現在推進しているスマートセーフシティの更なる進化が求められる。
デジタル技術、ＩＣＴ、ＩｏＴデバイス等を活用するとともに、ビッグデータ等を活用したＥＢＰＭを
推進することにより、諸課題の解決に取り組まれたい。また、市民との協働も不可欠であることから、
市民への普及・啓発にも取り組まれたい。

安全安心な環境づくり
　地球温暖化による気候変動により、集中豪雨の増加、大型化する台風、猛暑及び酷暑による熱中症
搬送者数の増加などが予想される。
　令和4年10月にゼロカーボンシティ宣言を表明した本市において、2050年までにカーボンニュートラル
の実現を目指して政策を推進することは、気温上昇による市民の健康被害のリスクを減少させ、安全安
心のまちづくりにつながるものである。今後、佐野市脱炭素ロードマップを早期に作成し、脱炭素社会
の実現に向け政策を推進されたい。

新型コロナウイルスの感染症対策
　政府は、令和5年5月8日から新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けを「2類相当」から季節性イ
ンフルエンザと同等の「5類」に引き下げることを決定した。しかし、令和4年11月以降の死者は2万人に
達し、70歳以上の方が9割を占めており、また、新規感染者数は減少傾向にあるものの、強い感染力を
持つ変異株の出現も懸念されることから、高齢者や基礎疾患を有する方など重症化リスクの高い方への
対策が重要である。今後も、感染状況に応じて柔軟に対応し、きめ細やかな対策・支援に努められたい。

切れ目のない生活支援の充実等
　少子化による急速な人口減少及び超高齢化は本市も例外ではなく、未曽有の危機に直面している。本市
においては、令和4年度から少子化対策及び子育て支援制度として、第2子以降の保育料の無償化及び
高校3年生相当までのこども医療費助成の拡充がスタートした。　
　しかし、この未曽有の危機を脱するためには、出産、子育て、就学、就職、結婚、働きやすい環境
づくりと切れ目のない支援の更なる充実が必要である。保育料のほかにかかる副食費及び児童生徒の
給食費の無償化、高校進学又は大学進学にかかる就学準備のための給付型奨学金の創設などの経済的な
支援並びに誰もが活躍できる良質な雇用機会の確保、結婚活動や新婚生活への支援などの直接的な支援
の充実に当たられたい。
　また、良質な雇用機会の確保には、企業誘致の一層の推進が必要であり、その目的実現のため、新た
な産業団地の開発を着実に進められたい。

安全安心なインフラ整備の推進
　地球温暖化の進展による豪雨災害などから地域を守るため、防災・減災・国土強靭化の観点から、国・
県における一級河川の改修等と連動し、新たに予算化された普通河川浚

しゅんせつ
渫事業費を有効に活用し、併せ

て普通河川の改良・改修を計画的に進められたい。

令和５年度 予算審査要望書
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議案番号 件　　名　【内　　容】 議決結果

　 一般会計

議案第56号 令 和5年 度 佐 野 市 一 般 会 計 予 算【歳入歳出予算の総額をそれぞれ
52,470,000千円とする】 原案可決 賛成多数 

(欠席1名)

　特別会計

議案第57号 令和5年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算【歳入歳出予算
の総額をそれぞれ11,834,200千円とする】 原案可決 賛成多数 

(欠席1名)

議案第58号 令和5年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）予算【歳入
歳出予算の総額をそれぞれ294,300千円とする】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第59号 令和5年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）予算【歳入歳出予算
の総額をそれぞれ12,160,400千円とする】 原案可決 賛成多数 

(欠席1名)

議案第60号 令和5年度佐野市後期高齢者医療特別会計予算【歳入歳出予算の総額をそれ
ぞれ1,610,600千円とする】 原案可決 賛成多数 

(欠席1名)

　  公営企業会計

議案第61号
令和5年度佐野市水道事業会計予算【収益的収入の予定額を2,659,614千
円、収益的支出の予定額を2,674,124千円、資本的収入の予定額を
568,041千円、資本的支出の予定額を1,628,118千円とする】

原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

議案第62号
令和5年度佐野市下水道事業会計予算【収益的収入の予定額を4,282,575千
円、収益的支出の予定額を3,972,451千円、資本的収入の予定額を
1,802,676千円、資本的支出の予定額を3,652,739千円とする】

原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

議案番号 件　　名
賛
　
成

反
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
長
浜
成
仁

蘒
原
政
夫

神
宮
次 

秀
樹

小
森
隆
一

澤
田
裕
之

早
川
貴
光

小
倉
健
一

金
子
保
利

慶
野
常
夫

川
嶋
嘉
一

菅
原
　 

達

木
村
久
雄

横
井
帝
之

久
保
貴
洋

鈴
木
靖
宏

滝
田
洋
子

鶴
見
義
明

小
暮
博
志

山
菅
直
己

春
山
敏
明

田
所
良
夫

飯
田
昌
弘

高
橋
　 

功

議案第56号 令和5年度佐野市一般会
計予算 19 2 ○○○○○○欠席○○○○○○○○××○

議
長○○○○

議案第57号
令和5年度佐野市国民
健康保険事業特別会計

（事業勘定）予算
19 2 ○○○○○○欠席○○○○○○○○××○

議
長○○○○

議案第59号
令和5年度佐野市介護
保険事業特別会計（保険
事業勘定）予算

19 2 ○○○○○○欠席○○○○○○○○××○
議
長○○○○

議案第60号 令 和5年 度 佐 野 市 後 期
高齢者医療特別会計予算 19 2 ○○○○○○欠席○○○○○○○○××○

議
長○○○○

※○＝賛成　×＝反対�
※山菅直己議長は採決に加わりません。

道路照明灯等のＬＥＤ化の実施
　合併特例事業債を活用した道路照明灯及び都市公園等の照明設備のＬＥＤ化は、温室効果ガスの排出
抑制及び電力高騰を背景とする財政負担の軽減につながるため、市内全域的な取組が必要であることか
ら、事業計画に沿って着実かつ早期の実施に努められたい。

※議案第56号から議案第62号までの表決において、小倉健一議員が欠席しました。

予算審査特別委員会に付託された議案と結果

賛否が分かれた議案

7
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2月定例会一般質問

令
和
４
年
度
予
算（
案
）の
大
綱
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
お
け
る
平
和
教
育
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
予
算（
案
）の
大
綱
の「
魅
力
あ
る

産
業
で
賑
わ
う
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
説
明

の
中
に
、「
地
方
移
転
を
検
討
す
る
事
業
者
視
点
に
立
っ

た
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
、
新
た
な
産
業
の
創
出
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
」と
あ
っ
た
が
、
そ
の
進
捗
状
況
を
聞

き
た
い
。産

業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

産
業
団
地
の
造
成
の
取
り
組
み
と
し
て
出
流
原

Ｐ
Ａ
周
辺
総
合
物
流
開
発
Ａ
ゾ
ー
ン
整
備
を
推
進
し
、

地
権
者
の
皆
様
と
の
用
地
交
渉
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
買
収
額
と
売
却
希
望
額
の
乖
離
並
び
に
民
間
事

業
者
、
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
事
業
主
体
と
な
っ

た
開
発
を
一
部
の
地
権
者
が
模
索
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
取
得
予
定
面
積
の
９
割
を
超
え
る
用
地
に

つ
い
て
の
取
得
が
見
込
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
若
い
と
き
か
ら
が
ん
検
診
を
受
け
て
も

ら
う
た
め
に
、
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

発
送
を
30
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
佐
野
市
で
も
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
へ
の
在

宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
支
援
へ
の
助
成
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
は
い
か
が
か
、
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い
る
が
ん
の
効
果
的
な
検

診
体
制
の
指
針
に
基
づ
き
、
40
歳
の
と
き
に
乳
が
ん
検
診

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
他

市
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
に
お
け
る
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

は
、
在
宅
療
養
す
る
上
で
生
活
の
質
の
向
上
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
た
め
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
経
済
的

負
担
が
増
す
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
支
援
に
つ
い
て
県
内

で
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

支
援
や
助
成
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

日
本
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
、
近
隣
市
町

で
は
中
学
生
の
代
表
が
毎
年
広
島
に
行
き
、
戦
争

の
歴
史
や
被
爆
体
験
者
の
話
を
聞
い
て
、
地
元
に
帰
っ
て

か
ら
報
告
会
を
開
き
、
多
く
の
人
に
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や

戦
争
を
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
次
世
代
を
担
う
中
学
生
に
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊

さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
中
学
校
及
び
義
務
教
育

学
校
の
代
表
生
徒
を
広
島
へ
派
遣
す
る
考
え
は
な
い
か
、

伺
い
た
い
。

教
育
長

次
世
代
を
担
う
児
童
生
徒
に
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
た

め
、
多
く
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
習
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
生
徒
を
対
象
と
し
た
広
島
平
和
記
念
式
典
等

へ
の
派
遣
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
戦
争
体
験
な

ど
に
触
れ
、
児
童
生
徒
が

平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
機
会
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
市
職
員
の
勤
務
状

況
と
人
事
管
理
に
つ
い
て

☆�

旗
川
河
川
復
旧
復
興
改

修
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

新
し
い
価
値
創
造
と
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
な
視
点
を
も
っ

た
学
校
づ
く
り
へ

☆�

本
市
職
員
の
地
域
貢
献
の
た

め
の
兼
業
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

山
林・河
川・畑
や
田
ん
ぼ
に

捨
て
ら
れ
た
ご
み
に
つ
い
て

☆�

18
歳
～
39
歳
の
健
康
診
断

に
つ
い
て

☆�

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
駆

除
に
つ
い
て

小こ
も
り森　

隆
り
ゅ
う
い
ち一 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）

田た
ど
こ
ろ所　

良よ
し
お夫 

議
員

（
新
風〈
現
・
新
政
ク
ラ
ブ
〉）

滝た
き
た田　

洋よ
う
こ子 

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

議会からこんにちは　2023.5.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 6



2月定例会一般質問

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

市
道
道
路
改
良
事
業
に
係
る
整
備
及
び

採
択
基
準
に
つ
い
て

佐
野
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

現
在
、
一
部
の
自
治
体
で
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
に

掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
に
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
は
、

下
水
道
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
な
り
、
下
水
道
事
業
に
お
い

て
も
財
政
的
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
に
広
告
を
掲
載
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
い

た
い
。上

下
水
道
局
長

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
広
告
を
掲
載
す
る
こ

と
は
、
自
主
財
源
の
確
保
や
下
水
道
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
と
も
連
携
し
た
新
た
な
地

域
づ
く
り
や
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
ツ
ー
ル
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
、全
国
の
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
、

佐
野
市
に
お
け
る
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
基
準
の
運
用
を
開
始
す
る
に
先
立
ち
、
目
的
や

整
備
と
採
択
の
基
準
、
そ
れ
か
ら
採
択
ま
で
の
手

続
の
流
れ
に
つ
い
て
概
要
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
基
準
を

定
め
る
に
至
っ
た
経
緯
、
経
過
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

佐
野
市
に
は
、
こ
れ
ま
で
市
道
道
路
改
良
整
備
に

つ
い
て
優
先
順
位
を
決
定
す
る
よ
う
な
明
確
な
基
準
が
な

か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
町
会
か
ら
の
要
望
に
対
し
、
採
択

の
有
無
に
つ
い
て
回
答
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
基
準
を
設
け
る

こ
と
は
佐
野
市
と
し
て
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
、
こ
れ
ま
で
研
究
課
題
と
し
て
他
市
の
事
例
な
ど
の
調

査
を
指
示
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
整
備
基
準
の
内
容

が
固
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
当
初
か
ら
の
運
用

開
始
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
２
年
度
・
３
年
度
の
事
業
実
績
報
告
書
の

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
指
標
２
の「
男
女
の
役
割
は
固

定
せ
ず
、
男
女
ど
ち
ら
が
仕
事
を
し
て
も
家
庭
に
い
て
も

よ
い
と
考
え
て
い
る
市
民
の
割
合
」に
つ
い
て
は
目
標
値

を
大
幅
に
超
え
て
い
る
状
況
で
、
指
標
１
の「
男
女
の
地

位
が
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
市
民
の
割
合
」

は
基
準
値
の
１
４
．４
０
％
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
指
標
１
が
下
が
っ
て
い
る
原
因
を
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

令
和
２
年
度
か
ら
基
準
値
に
対
し
現
状
値
が
下
が

っ
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
女
性
を
取

り
巻
く
環
境
の
悪
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
内
閣
府
の
令
和
３
年
度
版
男
女
共
同
参
画

白
書
に
よ
る
と
、
緊
急
事
態
宣
言
後
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
就
業
者
数
の
減
少
幅
は
男
性
に
比
べ
女
性
の
ほ
う
が

大
き
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

幼
児
保
育
生
活
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

シ
ニ
ア
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
取
組
に
つ
い
て

☆�

佐
野
市
水
処
理
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
消
化
ガ
ス
発
電

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

澤さ
わ
だ田　

裕ひ
ろ
ゆ
き之 

議
員

（
蒼
生
会〈
現
・
大
樹
会
〉）

神じ
ん
ぐ
う
じ

宮
次 

秀ひ
で
き樹 

議
員 

 

（
政
友
み
ら
い
）

早は
や
か
わ川　
貴た
か
み
つ光 

議
員
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2月定例会一般質問

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

「
広
報
さ
の
」の
在
り
方
に
つ
い
て

閉
校
と
な
っ
た
学
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
さ
ら
に
力
を
注

ぐ
取
り
組
み
や
、
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。健

康
医
療
部
長

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
佐
野
市
健
康
長
寿
推
進
条
例
を
２
月
定
例
会

に
上
程
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
条
例
は
、
生
涯
に

わ
た
り
健
や
か
で
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
健
康

長
寿
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
で
、
目

的
、
基
本
理
念
、
関
係
機
関
の
役
割
、
展
開
す
る
施
策
等

を
明
文
化
し
た
も
の
で
す
。　

　
今
後
、
こ
の
健
康
長
寿
推
進
条
例
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
健
康
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
市
民
の
皆
様
と
地
域
一

丸
と
な
っ
た
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

広
報
は
住
民
が
主
役
で
あ
り
、
全
世
帯
に
情
報
が

届
い
て
初
め
て「
広
報
さ
の
」が
生
き
る
こ
と
に
な

る
。
本
市
の
広
報
広
聴
事
務
規
則
の
第
３
条
第
３
項
に
、

「
広
報
さ
の
」の
配
布
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
を
対
象
と
し
、

無
料
で
行
う
と
あ
り
、
第
１
号
に
、
市
の
区
域
内
の
全
て

の
世
帯
と
あ
る
。
こ
れ
を
市
の
区
域
内
の
全
て
の
世
帯
に

無
料
で
配
布
す
る
と
解
釈
す
る
が
、
当
局
の
見
解
を
聞
き

た
い
。総

合
政
策
部
長

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
広
報
広
聴
事
務
規
則
に

は
、「
市
の
区
域
内
の
全
て
の
世
帯
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
理
念
に
つ
い
て
、
市
で
も
そ
の
実
現
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
社
会
と
し
て
は
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
ん
で
い
る

た
め
、
市
の
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
迅
速
か
つ
適
切

に
、
広
報
紙
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
も
っ
て
市
民

に
伝
達
す
る
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

旧
閑
馬
小
学
校
の
学
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
、

特
定
さ
れ
た
事
業
者
名
と
提
案
内
容
を
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長

旧
閑
馬
小
学
校
活
用
事
業
者
に
特
定
さ
れ
た
の
は
、

東
京
都
武
蔵
野
市
の
Ｎ�

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
株
式
会
社
で
、
体
育
館

及
び
校
舎
の
一
部
は
植
物
栽
培
工
場
と
し
て
活
用
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
ド
ロ
ー
ン
教
習
所
及
び
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
の
運
営
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
の
休
耕

田
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
も
と
と
な
る
植

物
栽
培
も
計
画
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
事
業
展
開
に
伴

う
雇
用
計
画
に
つ
い
て
も
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
に
校
舎
の
一
部
へ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
や
、事
業
未
使
用
時
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
無
償
開
放
、

防
災
行
政
無
線
の
継
続
使

用
に
関
す
る
協
力
な
ど
、
地

域
貢
献
に
関
す
る
内
容
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

ご
み
処
理
に
つ
い
て

☆�

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

に
つ
い
て

☆�

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
つ
い
て

蘒は
ぎ
わ
ら原　

政ま
さ
お夫 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

金か
ね
こ子　

保や
す
と
し利 

議
員

（
志
翔
会
）

久く

ぼ保　
貴た
か
ひ
ろ洋 

議
員

（
蒼
生
会〈
現
・
大
樹
会
〉）

▲ 旧閑馬小学校
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2月定例会一般質問

小お
ぐ
ら倉　

健け
ん
い
ち一 

議
員

（
志
翔
会
）

佐
野
市
消
防
団
活
性
化
推
進

基
本
計
画
に
つ
い
て

環
境
政
策
に
つ
い
て

出
流
原
Ｐ
Ａ
周
辺
開
発
構
想
に
つ
い
て

消
防
団
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、
活
性
化
に
向
け

た
施
策
の
中
で
消
防
団
組
織
の
再
編
に
つ
い
て
挙

げ
た
の
は
、
組
織
の
再
編
に
期
待
を
持
っ
て
、
課
題
解
決

に
近
づ
く
と
見
た
こ
と
か
ら
な
の
か
伺
い
た
い
。

消
防
長

消
防
団
員
数
の
減
少
や
被
用
者
割
合
の
増
加
に
よ

り
、
平
日
日
中
の
火
災
に
消
防
団
員
が
集
ま
り
に
く
い
こ

と
に
よ
る
災
害
対
応
力
の
低
下
の
問
題
へ
の
対
策
と
し

て
、
分
団
の
統
廃
合
な
ど
に
よ
り
１
個
分
団
当
た
り
の
所

属
団
員
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
平
日
日
中
に
出
動
で
き
る

消
防
車
両
の
台
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
管
轄
区
域
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
考
え
ら
れ
る
現

場
到
着
時
間
の
遅
れ
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
配
置
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
再
編
に
当
た
っ
て
は
、
団
員
の
意
見
は
も
と
よ
り
地
域

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

講
じ
、
一
つ
一
つ
課
題
を
丁
寧
に
解
決
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
は
、
環
境
省
が
実
施

す
る
事
業
で
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
に
対
し
て

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
環
境
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
と
連
携
し
て
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
フ
ポ
イ
ン
ト
を
導
入
し
、
一
人
一
人
が
環
境
問
題
を
自

分
事
と
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転

換
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
も
有
意
義
か
と
思
う
が
、
本
市

の
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
は
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換

を
進
め
る
行
動
変
容
の
動
機
づ
け
と
し
て
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
民
間
事
業
者
を
始
め
他
自
治

体
に
お
け
る
先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
来
年
度
、

脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
野
市
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
で
は
、
大
規
模
災

害
時
等
に
備
え
る
整
備
と
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
く

ま
で
も
地
域
の
防
災
、
首
都
圏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
の

強
化
を
図
る
も
の
と
の
認
識
で
よ
い
の
か
、
見
解
を
伺
い

た
い
。市

長
令
和
４
年
６
月
に
全
国
市
長
会
関
東
支
部
か
ら
の

要
請
を
受
け
、
自
民
党
の
国
土
強
靱
化
推
進
本
部
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
出
席
し
、
そ
の
席
上
で
佐
野
市
に
お

け
る
国
際
防
災
拠
点
の
整
備
に
向
け
た
考
え
方
を
説
明

し
、
実
現
に
向
け
た
規
制
緩
和
や
財
政
支
援
な
ど
に
つ
い

て
国
の
支
援
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
国
や
県
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
地
域
特

性
を
生
か
し
た
安
全
安
心
な
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

常
備
消
防・救
急
に
つ
い
て

☆�「
消
防
署
所
の
整
備
計
画
」に

あ
っ
た
南
分
署
新
設
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

発
達
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

☆�

タ
カ
サ
ゴ
キ
ラ
ラ
マ
ダ
ニ
に

つ
い
て

☆�

健
康
増
進
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�「
出
流
原
弁
天
池
」周
辺
の
環
境

整
備
に
つ
い
て

☆�

佐
野
市
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）に
つ
い
て

春は
る
や
ま山　

敏と
し
あ
き明 

議
員

（
新
風
）

木き
む
ら村　

久ひ
さ
お雄 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）

議会からこんにちは　2023.5.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録9
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学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

商
業
施
設
に
設
置
す
る
期
日
前
投
票
所

に
つ
い
て

佐
野
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

喫
緊
の
課
題
と
し
て
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実

現
を
早
急
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
考
え

方
を
伺
い
た
い
。

教
育
部
長

国
は
次
元
の
異
な
る
少
子
化
対
策
の
大
枠
を
６
月

の
骨
太
の
方
針
ま
で
に
ま
と
め
る
と
し
て
い
ま
す
。今
後
、

国
か
ら
示
さ
れ
る
具
体
的
な
内
容
を
踏
ま
え
て
、
市
民

ニ
ー
ズ
や
少
子
化
対
策
、
あ
る
い
は
移
住
・
定
住
対
策
と

し
て
の
効
果
、
そ
し
て
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
継
続
的

な
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
な
財
源
の
裏
づ
け
な
ど
に

つ
い
て
部
局
横
断
的
な
検
討
を
行
い
、
佐
野
市
と
し
て
の

総
合
的
な
子
育
て
支
援
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
組
み
立
て
て

い
く
中
で
、
学
校
給
食
費
も
含
め
慎
重
に
し
っ
か
り
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
野
市
で
は
、
令
和
４
年
７
月
25
日
の
第
26
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
よ
り
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
野

新
都
市
内
に
期
日
前
投
票
所
を
新
た
に
設
置
し
た
が
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新
都
市
以
外
の
商
業
施
設
に
期
日
前
投

票
所
を
設
置
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

期
日
前
投
票
所
の
設
置
に
は
、
商
業
施
設
の
協
力

を
得
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
選
挙
の
公
平
性
や
公
正
性

を
保
つ
こ
と
の
で
き
る
場
所
、
急
な
解
散
選
挙
に
対
応
で

き
る
会
場
の
安
定
的
な
確
保
、
投
票
に
係
る
専
用
回
線
の

敷
設
や
維
持
管
理
に
係
る
経
費
、
投
票
事
務
従
事
者
の
確

保
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

選
挙
執
行
体
制
全
体
を
考
え
る
中
に
お
い
て
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
佐
野
新
都
市
以
外
の
期
日
前
投
票
所
設
置
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
指
定
管
理
者
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
12
月
定
例
会
の
答
弁
の

中
で
、
県
議
時
代
に
顧
問
契
約
と
業
務
委
託
契
約
を
結
ん

だ
と
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
内
容
に
つ
い
て
確
認

し
た
い
。市

長
前
回
の
12
月
定
例
会
の
答
弁
で
顧
問
契
約
、
業
務

委
託
契
約
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
契
約

で
は
な
く
、業
務
委
託
契
約
と
し
て
一
つ
の
契
約
で
あ
り
、

役
職
が
顧
問
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
営
業
及
び
そ
れ
に
附
随
す
る

一
切
の
業
務
な
ど
を
行
う
旨
の
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
議
員
ご
指
摘
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
は
、
市
長
就
任
前
に
顧
問
を
や
め
て
お
り
、
今
後
は

私
的
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市

民
か
ら
の
負
託
を
受
け
、
市
長
と
い
う
公
職
に
就
く
身
と

し
て
、
政
治
倫
理
の
確
立
の
重
要
さ
、
大
切
さ
に
つ
い
て

改
め
て
有
意
義
な
機
会

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て

☆�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

手
話
言
語
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

☆�

市
営
の
遊
び
場
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

交
通
安
全
施
設
の
管
理
と
有

効
利
用
に
つ
い
て

☆�

か
か
り
つ
け
医
機
能
が
発
揮

さ
れ
る
制
度
整
備
に
つ
い
て

鶴つ
る
み見　

義よ
し
あ
き明 

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

慶け
い
の野　

常つ
ね
お夫 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

鈴す
ず
き木　

靖や
す
ひ
ろ宏 

議
員

（
蒼
生
会〈
現・新
政
ク
ラ
ブ
〉）

議会からこんにちは　2023.5.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 10



2月定例会一般質問

高た
か
は
し橋　

　
功
い
さ
お 

議
員

（
蒼
生
会〈
現
・
大
樹
会
〉）

長な
が
は
ま浜　

成な
る
ひ
と仁 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

横よ
こ
い井　

帝た
だ
ゆ
き之 

議
員

（
新
風
）

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

葛
生
義
務
教
育
学
校
開
校
に
向
け
て

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
に
行
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長

若
い
世
代
の
方
や
女
性
の
方
々
が
参
加
し
や
す
く

な
る
よ
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
方
法
を
工
夫
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
新
た
に
常
盤
地
区
に
お
い
て
、
４
地

区
目
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
支
援
の
方
法
は
異
な
り
ま
す
が
、
飛
駒

地
区
に
お
い
て
飛
駒
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る
会
に
対
し
、

地
域
活
性
化
支
援
事
業
補
助
金
を
交
付
し
、
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
に
向
け
た
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
補

助
金
は
、
令
和
４
年
度
で
交
付
期
間
が
終
了
と
な
り
ま
す

が
、
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
大
学
地
域
デ
ザ

イ
ン
科
学
部
と
の
連
携
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
小
さ

な
拠
点
づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

葛
生
義
務
教
育
学
校
の
体
育
館
に
設
置
さ
れ
た

Ｏ
Ｍ
ソ
ー
ラ
ー
に
は
、
夏
は
屋
根
裏
の
暖
か
い

空
気
を
外
に
逃
が
し
て
温
度
を
下
げ
、
冬
は
屋
根
裏
の

暖
か
い
温
め
ら
れ
た
空
気
を
床
下
に
送
っ
て
室
内
の
温
度

を
上
げ
る
機
能
が
あ
る
。
さ
ら
に
体
育
館
は
全
国
的
に

見
る
と
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、

Ｏ
Ｍ
ソ
ー
ラ
ー
は
非
常
に
有
効
な
能
力
を
発
揮
し
て
い
る

と
い
う
デ
ー
タ
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
Ｏ
Ｍ

ソ
ー
ラ
ー
は
故
障
し
て
い
る
が
、
修
繕
の
考
え
が
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

教
育
部
長

葛
生
義
務
教
育
学
校
の
体
育
館
の
Ｏ
Ｍ
ソ
ー
ラ
ー

は
不
具
合
が
発
生
し
て
お
り
、
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
て

い
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
議
員
か
ら
ご
指
摘
が
あ

っ
た
よ
う
に
体
育
館
に
は
避
難
所
と
し
て
の
大
変
重
要
な

機
能
も
あ
る
た
め
、
環
境
整
備
の
面
も
含
め
、
今
後
に
つ

い
て
は
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
修
繕
等
の
対
策
の
検
討

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

制
服
や
体
操
着
の
リ
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
、
卒
業
生

が
使
わ
な
く
な
っ
た
制
服
を
卒
業
し
た
学
校
に
持

っ
て
行
き
に
く
い
よ
う
な
状
況
が
あ
る
。
各
地
区
公
民
館

な
ど
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
れ
ば
、利
便
性
が
よ
く
、

制
服
や
体
操
着
の
回
収
が
増
え
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺

い
た
い
。教

育
部
長

現
在
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
ス
ク
ー
ル

リ
ユ
ー
ス
リ
ボ
ン
か
ら
の
依
頼
に
対
し
、
関
係
学
校
や
地

区
公
民
館
が
そ
の
活
動
に
賛
同
し
て
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
お
り
、
全
て
の
学
校
区
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

活
動
可
能
な
エ
リ
ア
な
の
か
な
ど
、
あ
く
ま
で
も
団
体
の

意
向
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
団
体
と
し
て
の
体
制
が
整
い
、
全
て
の
学

校
区
へ
の
設
置
が
可
能
と
な
り
、
設
置
に
つ
い
て
の
協
力

の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
と
し
て
各
地
区
公
民
館

や
各
学
校
に
対
し
て
協
力
を
促
す
な
ど
、
団
体
の
活
動
の

輪
が
広
が
る
よ
う
側
面

的
な
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

☆�

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

☆�

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

出
流
原
Ｐ
Ａ
周
辺
総
合
物
流

開
発
整
備（
Ａ
ゾ
ー
ン
）に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
市
立
小
中
学
校
適
正
規

模・
適
正
配
置
計
画
基
本
計

画（
後
期
計
画
）実
施
計
画

（
Ⅰ
期
）に
つ
い
て
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地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
大
切
な
幹
線
道
路
、

一
級
河
川
の
整
備
に
つ
い
て

町
会
単
位
を
基
本
と
す
る
自
主
防
災
組
織
の
活
動

の
拠
点
を
指
定
避
難
所
エ
リ
ア
と
す
る
こ
と
で
、

「
避
難
所
運
営
は
避
難
者
自
身
が
行
う
」と
の
基
本
に
の
っ

と
っ
た
指
定
避
難
所
ご
と
の
運
営
主
体
の
明
確
化
と
、
指

定
避
難
所
を
拠
点
と
し
た
自
主
防
災
活
動
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
い
か
が
か
、
伺
い
た
い
。

市
長

自
主
防
災
組
織
の
活
動
拠
点
を
地
区
公
民
館
な
ど

の
指
定
避
難
所
エ
リ
ア
に
置
く
こ
と
は
、
町
会
単
独
で
の

運
営
に
苦
慮
す
る
町
会
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
地
区
防
災
計
画
と
し
て
の
体
制
整
備
の
推
進
や
、
地

区
全
体
と
し
て
の
防
災
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
各
指
定
避
難
所
の
エ
リ
ア

内
に
あ
る
自
主
防
災
組
織
が
防
災
訓
練
や
防
災
講
話
を
合

同
で
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
資
す
る
連

携
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
要
地
方
道
佐
野
田
沼
線
、
浅
沼
町
か
ら
吉
水
町
、

延
長
３
，２
０
０
ｍ
に
つ
い
て
、
現
況
は
歩
道
が
狭
き
ょ
う

隘あ
い

で
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
歩
道
で
あ
る
た
め
に
起
伏
が
多
く

歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
が
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
歩
道

の
拡
幅
に
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
通
行
で
き
る
歩
道
空
間

の
確
保
に
向
け
て
早
期
の
事
業
化
を
栃
木
県
に
対
し
て
要

望
さ
れ
た
が
、
現
状
と
今
後
の
予
定
を
伺
い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

当
該
箇
所
は
車
両
や
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
歩
道
幅
員
が
狭
い
こ
と
か
ら
、
栃
木
県
と

し
て
も
整
備
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
通
学
路
と

し
て
の
利
用
状
況
や
事
故
発
生
状
況
等
も
見
な
が
ら
、
優

先
的
に
調
査
に
着
手
す
る
区
間
を
検
討
し
て
い
き
た
い
、

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
佐
野
市
と
し
て
も
、
本
区
間
に
お
け

る
安
全
な
歩
道
空
間
の
確

保
は
喫
緊
の
課
題
と
捉
え

て
お
り
、
早
期
事
業
化
に

向
け
積
極
的
に
支
援
、
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち

の
多
様
な
学
び
の
場
の

保
障
に
つ
い
て

菅す
が
わ
ら原　

　
達
と
お
る 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）

飯い
い
だ田　

昌ま
さ
ひ
ろ弘 

議
員

（
蒼
生
会〈
現
・
大
樹
会
〉）

　令和５年３月３日（金）、佐野市議会議
員親睦会が日本赤十字社に対し、2023 年
トルコ・シリア地震救援金３０万円を寄附
しました。
　議員親睦会の山菅直己会長と飯田昌弘
副会長より、日本赤十字社栃木県支部佐野市
地区長である金子裕市長に手渡しました。

2023年

トルコ・シリア 地震救援金を寄附しました

議会からこんにちは　2023.5.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 12



議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

— 副議長の選挙について 当選決定 —

議員案第１号 佐野市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について【16ページに掲載】 原案可決 賛成全員

議員案第２号 佐野市議会議員政治倫理条例の制定について【16・17ページに掲載】 原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

報告第  １号 市長の専決処分事項の報告について【令和4年9月9日に発生した車両損傷事故
についての損害賠償の額の決定及び和解】 報　　告 —

議案第  １号 副市長の選任について【飯
いいづか
塚　久

ひさし
氏を選任】 選任同意 賛成全員 

（退席1名）

議案第  ２号 教育長の任命について【津
つ ぶ く
布久　貞

さだお
夫氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第  ３号 教育委員会委員の任命について【茂
もてぎ
木　郁

いくお
夫氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第  ４号 公平委員会委員の選任について【佐
さとう
藤　孝

たかお
男氏を選任】 選任同意 賛成全員

議案第  ５号 農業委員会委員の任命について【小
こ く ぼ
久保　勝

まさる
氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第  ６号 農業委員会委員の任命について【小
こばやし
林　秀

ひでお
男氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第  ７号 農業委員会委員の任命について【小
おぜき
関　昭

あきお
男氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第  ８号 農業委員会委員の任命について【齋
さいかわ
川　英

ひでお
夫氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第  ９号 農業委員会委員の任命について【蘒
はぎわら
原　洋

ようこ
子氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第10号 農業委員会委員の任命について【川
かわた
田　恒

つねお
夫氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第11号 農業委員会委員の任命について【野
のむら
村　春

はるお
男氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第12号 農業委員会委員の任命について【大
おおあし
芦　宏

ひろし
氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第13号 農業委員会委員の任命について【澁
しぶえ
江　修

おさみ
身氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第14号 農業委員会委員の任命について【深
ふかざわ
澤　雄

ゆうじ
二氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第15号 農業委員会委員の任命について【石
こくざわ
澤　和

かずえ
枝氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第16号 農業委員会委員の任命について【石
いしだ
田　光

ひかる
氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第17号 農業委員会委員の任命について【松
まつしま
島　明

あきら
氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第18号 農業委員会委員の任命について【中
なかじま
島　福

ふくいち
一氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第19号 農業委員会委員の任命について【新
あらい
井　勉

つとむ
氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第20号 農業委員会委員の任命について【立
たちかわ
川　幸

こういち
一氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第21号 固定資産評価審査委員会委員の選任について【齋
さいかわ
川　一

かずひこ
彦氏を選任】 選任同意 賛成全員

議案第22号 固定資産評価審査委員会委員の選任について【佐
さ せ
瀬　正

ただし
氏を選任】 選任同意 賛成全員

議案第23号 固定資産評価審査委員会委員の選任について【栗
くりはら
原　典

のりこ
子氏を選任】 選任同意 賛成全員

議案第24号 固定資産評価審査委員会委員の選任について【福
ふくだ
田　文

あやこ
子氏を選任】 選任同意 賛成全員

議案第25号
佐野市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例の改正について
【指定管理者の候補者の選定に係る欠格事由を定め、及び公募によらず候補者
を選定できる場合を拡充するための改正】

原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

議案第26号 佐野市情報公開条例の改正について【個人情報の保護に関する法律の改正に伴
い、所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

　第1回定例会（2月定例会）は、2月24日（金）から3月23日（木）までの28日間の日程で行われました。審議された
議案等とその結果は、次のとおりです。令和5年度予算に係る議案は、5ページをご覧ください。

令和5年第1回定例会（2月定例会）　審議された議案等と結果

議会からこんにちは　2023.5.113



議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

議案第27号 佐野市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について【個人情報の保護に
関する法律の改正に伴い、同法の施行について必要な事項を定めるための制定】 原案可決 賛成多数 

(欠席1名)

議案第28号
佐野市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について【佐野市情報公開条
例の改正及び佐野市個人情報保護条例の廃止により、佐野市情報公開・個人情
報保護審査会に関し必要な規定を定めるための制定】

原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

議案第29号
佐野市犯罪被害者等支援条例の制定について【犯罪被害者等が受けた被害の軽
減及び回復を図り、安全で安心して暮らすことができる地域社会の実現に寄与
するための制定】

原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

議案第30号 佐野市国民健康保険税条例の改正について【国民健康保険税の課税限度額及び
税率等を改め、並びに所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第31号 佐野市スポーツ推進基金条例の制定について【第77回国民体育大会及び第22回
全国障害者スポーツ大会の成果を継承して行う事業の財源に充てるための制定】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第32号 佐野市スクールバス運行条例及び佐野市公民館条例の改正について【佐野市立
葛生義務教育学校の開校に伴い所要の規定を整備するための関係する条例の改正】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第33号
佐野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例
の改正について【学校教育法及び子ども・子育て支援法並びに特定教育・保育
施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関
する基準の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

議案第34号
佐野市保育所条例の改正について【佐野市大橋保育園の建替えに伴い、同園を
仮園舎へ移転し、並びに佐野市赤坂保育園及び佐野市ときわ保育園を廃止する
ための改正】

原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

議案第35号
佐野市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の改正について 
【家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正に伴い、所要の規定を
整備するための改正】

原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

議案第36号
佐野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の改正につ
いて【放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の改正に伴い、所
要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

議案第37号
佐野市こどもクラブ条例の改正について【第4犬伏こどもクラブ、第1葛生こど
もクラブ及び第2葛生こどもクラブを設置し、並びに葛生こどもクラブ、葛生
南こどもクラブ及び常盤こどもクラブを廃止するための改正】

原案可決 賛成全員 
(欠席1名)

議案第38号 佐野市子宝条例の改正について【子宝祝金の支給対象及び金額を改め、並びに
所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第39号
佐野市シニア地域デビュー条例の制定について【シニア世代の地域デビューに
関する基本理念その他の基本となる事項を定め、及びシニア世代が生きがいを
持って生活できる社会の実現に寄与するための制定】

原案可決 賛成多数 
(欠席1名)

議案第40号 佐野市国民健康保険条例の改正について【出産育児一時金の額を改めるための
改正】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第41号 佐野市健康長寿推進条例の制定について【市民が生涯にわたり健やかで心豊か
に暮らすことができる健康長寿の実現に寄与するための制定】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第42号 佐野市観光施設条例の改正について【佐野市蓬莱山野外休憩施設を廃止するた
めの改正】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第43号 佐野市水と緑と万葉のまち景観条例の改正について【届出を要しない行為に係
る規定を改め、及び所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第44号 佐野市消防団条例の改正について【佐野市消防団員の遵守事項、報酬及び費用
弁償を改めるための改正】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第45号 佐野市文化施設の指定管理者の指定について【佐野市文化施設の指定管理者の
指定】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第46号 佐野地区衛生施設組合規約の変更について【佐野地区衛生施設組合規約に解散
に伴う事務の承継についての規定を加えることの栃木市との協議】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議会からこんにちは　2023.5.1 14



議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

議案第47号 佐野地区衛生施設組合の解散について【佐野地区衛生施設組合を解散すること
の栃木市との協議】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第48号 佐野地区衛生施設組合の解散に伴う財産処分について【佐野地区衛生施設組合
の解散に伴う財産処分の栃木市との協議】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第49号 令和4年度佐野市一般会計補正予算（第11号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ
471,923千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第50号

令和4年度佐野市一般会計補正予算（第12号）に対する修正案【16ページに掲載】 否　　決 賛成少数 
（欠席1名）

令和4年度佐野市一般会計補正予算（第12号）【歳入歳出予算の総額からそれぞれ
672,954千円を減額、繰越明許費の補正、債務負担行為の補正、地方債の補正】 原案可決

賛成全員 
(退席2名、
欠席1名)

議案第51号 令和4年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第3号）【歳入
歳出予算の総額にそれぞれ280千円を追加】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第52号 令和4年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）補正予算（第3
号）【歳入歳出予算の総額からそれぞれ4,029千円を減額】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第53号 令和4年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第3号）【歳入
歳出予算の総額からそれぞれ3,721千円を減額】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第54号 令和4年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）【歳入歳出予算の総
額からそれぞれ38,996千円を減額】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第55号 令和４年度佐野市水道事業会計補正予算（第２号）【収益的収入の予定額に149千円
を追加、他会計からの補助金を83,065千円に変更】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第63号 佐野市印鑑条例の改正について【電子署名等に係る地方公共団体情報システム
機構の認証業務に関する法律の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第64号 令和4年度佐野市一般会計補正予算（第13号）【歳入歳出予算の総額からそれぞれ
19,500千円を減額】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

議案第65号 令和5年度佐野市一般会計補正予算（第1号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ
840,801千円を追加】 原案可決 賛成全員 

(欠席1名)

※�議員案第2号、議案第25号から議案第48号まで、議案第50号から議案第55号まで、議案第63号から議案第65号
までの表決において、小倉健一議員が欠席しました。

議案番号 件　　名
賛
　
成

反
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
長
浜
成
仁

蘒
原
政
夫

神
宮
次 

秀
樹

小
森
隆
一

澤
田
裕
之

早
川
貴
光

小
倉
健
一

金
子
保
利

慶
野
常
夫

川
嶋
嘉
一

菅
原
　 

達

木
村
久
雄

横
井
帝
之

久
保
貴
洋

鈴
木
靖
宏

滝
田
洋
子

鶴
見
義
明

小
暮
博
志

山
菅
直
己

春
山
敏
明

田
所
良
夫

飯
田
昌
弘

高
橋
　 

功

議案第 1号 副市長の選任について 21 0 ○○○○○○○○○○○○○○退
席○○○議

長○○○○

議案第27号
佐野市個人情報の保護に関
する法律施行条例の制定に
ついて

19 2 ○○○○○○欠
席○○○○○○○○××○議

長○○○○

議案第39号 佐野市シニア地域デビュー
条例の制定について 17 4 ○○○○○○欠

席○○○×○○○×××○議
長○○○○

議案第50号

令和4年度佐野市一般会計
補正予算（第12号）に対
する修正案

2 19 ××××××欠
席×××××××○×××議

長×○××

令和4年度佐野市一般会計補
正予算（第12号） 19 0 ○○○○○○欠

席○○○○○○○退
席○○○議

長○退
席○○

※○＝賛成　×＝反対�
※山菅直己議長は採決に加わりません。

賛否が分かれた議案等
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議員案の審議結果

議案第50号に対する修正案の審議結果

議員案第１号 佐野市議会の個人情報の保護に関する 
条例の制定について

議案第50号令和4年度一般会計補正予算 
（第12号）に対する修正案

議員案第２号 佐野市議会議員政治倫理条例の制定について 
 （17ページに特集があります）

▼提案理由：�個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、本条例の制定
を提案しました。

▼審議結果：�常任委員会への付託を省略し、本会議において賛成全員で
可決されました。

▼発議者：鈴木靖宏議員、田所良夫議員

▼修正の内容

　議案第５０号令和４年度佐野市一般会計補正予算（第�
１２号）の一部を次のように修正する。
　第３条中「及び変更」を削る。
　第３表債務負担行為補正の変更※の表を削る。

▼提案理由

　令和４年９月１９日午後３時に、佐野市４箇所目のインターチェンジが開通しました。出流原ＰＡ
周辺開発関連では多額の税金が投入され、今後期待されるスマートＩＣ周辺の開発が凍結してしまう
と、本市が期待する経済効果が発揮できません。また、このスマートＩＣ周辺の継続的開発行為に
おける費用対効果も検証すべきです。
　よって、第２次佐野市総合計画中期基本計画のとおり出流原ＰＡ周辺総合物流開発整備の推進を
継続して行うことが必要であると考えるため、修正案を提出するものです。

▼審議結果：本会議において賛成少数で否決されました。

※議案第50号（原案）第3表

佐野市土地開発公社の事業資金借
入金に対する債務保証の限度額を
10億円から1億2,000万円に変更

内容：�出流原PA周辺総合物流開発
整備事業（Aゾーン）の用地
取得の見通しが立たないた
めの減額

議案の修正とは…市長が提出した議案に対し、議員定数の12分の1（佐野
市議会においては2人）以上の議員の発議により、修正案を提出すること
ができます。

▼提案理由：�議員の政治倫理に関する基本的な事項を定め、議員が市民の信託に応えるととも
に、公正で開かれた市政に寄与するため、本条例の制定を提案しました。

▼審議結果：常任委員会への付託を省略し、本会議において賛成全員で可決されました。

▲
議員案の全文はこちら

▲
全文はこちら
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　佐野市議会では、議員の政治倫理に関する基本的な事項を定め、議員が市民の信託に応えると
ともに、公正で開かれた市政に寄与することを目的として、議員政治倫理条例を制定しました。

　●佐野市議会議員政治倫理条例案策定委員会（議員７名で構成）を設置し、条例及び
施行規程の原案を作成しました。（令和３年７月２０日～令和５年１月１６日　１８回開催）
●条例及び施行規程の原案を全議員に説明し、内容を確定しました。（令和5年１月27日）
●条例案について、パブリックコメント（意見公募）を実施（令和５年２月１日～３月３日
　31日間）しましたが、意見はありませんでした。
●令和５年２月定例会に条例案を議員案として提出し、賛成全員で可決されました。

議員の責務（第２条）
●市民から信託を受けた者と
して、その責務及び役割を
深く自覚し、並びに品位及
び高潔性を保ち倫理の向上
に努めなければならない。

●政治倫理基準のいずれかに
違反すると疑惑を持たれた
ときは、その事実を明らか
にし、説明責任を果さなけ
ればならない。

会議結果の通知・告示
（第12条）
●特別委員会に付託して審査した案件
について、議会の会議の結果を審査
の請求を行った代表者に通知し、
告示しなければならない。

審査の請求（第５条）
①本市の選挙人名簿に登録されている方は、その総数の100分の1以上の方の署名

②議員は、議員定数の３分の１以上の議員の署名
　→①又は②により、政治倫理基準に違反しているかどうかの審査を請求
することができる（違反の疑いがあることを証する書面等を添付）。　

政治倫理審査特別委員会の設置・審査（第10条、第11条）
●佐野市議会政治倫理審査特別委員会（議員８名で構成）を設置し、この
特別委員会に付託して政治倫理基準に違反しているかどうかその他必要
な措置について審査する。

議員が遵守しなければならない政治倫理基準（第４条）
●その地位を利用して不正の疑惑を持たれるおそれのある金品の授受を
しないこと。

●市が行う許可、認可等の処分、行政指導、補助金、交付金、助成金そ
の他の給付の決定、売買、賃借、請負その他の契約及び指定管理者の
指定に関し、特定の者が有利又は不利となるおそれのある働き掛けを
しないこと。

●地方自治法第221条第3項の規定に該当する法人又は受託者その他市
と特別の関係にある法人等（施行規程で列記）が行う売買、賃借、請
負その他の契約に関し、特定の者が有利又は不利となるおそれのある
働き掛けをしないこと。

●市職員の公正な職務執行を妨げ、又はその権限を不正に行使するよう
働き掛けをしないこと。

●市職員の採用、昇任、降任、転任などに関与しないこと。

●議員としての品位を損なうような行為をしないこと。

●そのほか、議員としての倫理に反し、又は不正の疑惑を持たれるおそ
れのある行為をしないこと。

議員に政治倫理基準のいずれかに違反する疑いがあると認められるとき

令和５年４月１日施行

佐野市議会議員政治倫理条例佐野市議会議員政治倫理条例 を制定しましたを制定しました

条例の目 的

条例 制定 までの経過

条例の主 な内容

市民の責務（第３条）
●議員に対し、その権限又は
地位による影響力を不正に
行使させるような働き掛け
をしてはならない。

条例や施行規程の
全文などを
市議会ホームページに
掲載しています
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「男女共同参画ネットワークさの」との
議会報告会を実施しました

和４年１２月２１日（水）、佐野市役所において、
市内団体である「男女共同参画ネットワーク

さの」の皆様と議会報告会を実施しました。１７名の
会員の方が参加され、議会報告や意見交換会などを実
施しました。
　また、議会報告会の中で「男女共同参画ネットワーク
さの」の皆様からいただいた要望等については、議会
で確認の上、後日回答しました。要望等及びその回答
の要約は、１９ページに掲載しています。

議長のあいさつ

意見交換会　Aグループ

意見交換会　Bグループ

意見交換会　Dグループ意見交換会　Cグループ

令

実施内容

１．議会報告

２．「男女共同参画ネットワークさの｣より活動内容の説明

３．事前質問に対する回答

４．グループごとの意見交換会

（１）議会の仕組み及び役割について
（２）令和３年度決算審査要望書について

（１）共通テーマ
　　　①パートナーシップ宣誓制度について
　　　②イクボス制度について
（２）フリートーク
（３）議員によるグループ発表

【会長  永倉　文子 氏から】
ながくら ふみこ

「男女共同参画ネットワークさの」との議会報告会における
要望等 及び その回答（要約）※回答の全文は、市議会ホームページでご覧いただけます。

①パートナーシップ宣誓制度を広く周知していただきたい。
　　　　ポスターやチラシの作成を行い、イベントや商業施設の街頭啓発など、機会を捉えて市民の
皆様に周知していきたいと考えております。【人権・男女共同参画課】

②パートナーシップ宣誓制度について、医療機関（病院及び診療所）への周知を
　促進し、更なる理解を深めていただきたい。
　　　　今後は、個人病院や診療所へ、会議や研修などの機会を捉えてパートナーシップ宣誓制度を
周知してまいります。【人権・男女共同参画課】

③小中学校及び義務教育学校において、性の多様性についてどのように対応されて
　いるのか伺いたい。
　　　　各学校では、児童生徒に発達の段階に応じた指導をすることによって、性的マイノリティと
言われる人たちに対して、偏見や思い込みをもつことのないように努めています。【学校教育課】

④イクボス宣言に向けた取組を進めていただきたい。
　　　　今後、既宣言市に対しまして、イクボス宣言の効果として期待される、仕事能力の向上に
よる時間外勤務の削減状況、年次有給休暇等の取得状況等をお聞きし、本市のイクボス宣言につきま
して検討してまいりたいと考えております。【人権・男女共同参画課】

⑤病児保育事業（体調不良児対応型）の拡充に努めていただきたい。
　　　　会計年度任用職員の看護師の確保を進め、令和５年度には全ての公立保育園に看護師が配置
できるように努めてまいります。【保育課】

・イクボス宣言に向けた取組を進めていただきたい。
　　　　今回の議会報告会を機に、今後、市長、関係部局とともに近隣自治体のイクボス宣言の
状況を参考にしながら、宣言に向けて積極的に検討してまいります。

回答

議会報告会をより知りたい方へ...

◎
市
政
に
対
す
る
も
の

◎
議
会
に

　対
す
る
も
の

回答

回答

回答

回答

回答

市議会
ホームページ
でご覧いただけます。

●議会報告会の詳細は、

『佐野市議会（議会報告会ch）』で、
議会報告会の様子をまとめた
動画を公開しています。

●佐野市議会のYouTubeチャンネル

ぜひ
チェックしてください！！
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「男女共同参画ネットワークさの」との
議会報告会を実施しました

和４年１２月２１日（水）、佐野市役所において、
市内団体である「男女共同参画ネットワーク

さの」の皆様と議会報告会を実施しました。１７名の
会員の方が参加され、議会報告や意見交換会などを実
施しました。
　また、議会報告会の中で「男女共同参画ネットワーク
さの」の皆様からいただいた要望等については、議会
で確認の上、後日回答しました。要望等及びその回答
の要約は、１９ページに掲載しています。

議長のあいさつ

意見交換会　Aグループ

意見交換会　Bグループ

意見交換会　Dグループ意見交換会　Cグループ

令

実施内容

１．議会報告

２．「男女共同参画ネットワークさの｣より活動内容の説明

３．事前質問に対する回答

４．グループごとの意見交換会

（１）議会の仕組み及び役割について
（２）令和３年度決算審査要望書について

（１）共通テーマ
　　　①パートナーシップ宣誓制度について
　　　②イクボス制度について
（２）フリートーク
（３）議員によるグループ発表

【会長  永倉　文子 氏から】
ながくら ふみこ

「男女共同参画ネットワークさの」との議会報告会における
要望等 及び その回答（要約）※回答の全文は、市議会ホームページでご覧いただけます。

①パートナーシップ宣誓制度を広く周知していただきたい。
　　　　ポスターやチラシの作成を行い、イベントや商業施設の街頭啓発など、機会を捉えて市民の
皆様に周知していきたいと考えております。【人権・男女共同参画課】

②パートナーシップ宣誓制度について、医療機関（病院及び診療所）への周知を
　促進し、更なる理解を深めていただきたい。
　　　　今後は、個人病院や診療所へ、会議や研修などの機会を捉えてパートナーシップ宣誓制度を
周知してまいります。【人権・男女共同参画課】

③小中学校及び義務教育学校において、性の多様性についてどのように対応されて
　いるのか伺いたい。
　　　　各学校では、児童生徒に発達の段階に応じた指導をすることによって、性的マイノリティと
言われる人たちに対して、偏見や思い込みをもつことのないように努めています。【学校教育課】

④イクボス宣言に向けた取組を進めていただきたい。
　　　　今後、既宣言市に対しまして、イクボス宣言の効果として期待される、仕事能力の向上に
よる時間外勤務の削減状況、年次有給休暇等の取得状況等をお聞きし、本市のイクボス宣言につきま
して検討してまいりたいと考えております。【人権・男女共同参画課】

⑤病児保育事業（体調不良児対応型）の拡充に努めていただきたい。
　　　　会計年度任用職員の看護師の確保を進め、令和５年度には全ての公立保育園に看護師が配置
できるように努めてまいります。【保育課】

・イクボス宣言に向けた取組を進めていただきたい。
　　　　今回の議会報告会を機に、今後、市長、関係部局とともに近隣自治体のイクボス宣言の
状況を参考にしながら、宣言に向けて積極的に検討してまいります。

回答

議会報告会をより知りたい方へ...

◎
市
政
に
対
す
る
も
の

◎
議
会
に

　対
す
る
も
の

回答

回答

回答

回答

回答

市議会
ホームページ
でご覧いただけます。

●議会報告会の詳細は、

『佐野市議会（議会報告会ch）』で、
議会報告会の様子をまとめた
動画を公開しています。

●佐野市議会のYouTubeチャンネル

ぜひ
チェックしてください！！
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【
編
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原
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慶
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木
村
　
久
雄

　
委
　
員
　
横
井
　
帝
之

　
委
　
員
　
久
保
　
貴
洋

　

2
月
定
例
会
で
は
20
人

の
議
員
か
ら
市
政
に
対
し

て
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年

度
予
算
大
綱
に
つ
い
て
会

派
の
代
表
か
ら
の
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
の
予
算
に

つ
い
て
予
算
審
査
特
別
委

員
会
で
熱
心
な
質
疑
が
行

わ
れ
、
令
和
５
年
度
の
一

般
会
計
予
算
は
合
併
後
最

大
の
当
初
予
算
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
員
に
対
し
て

市
民
の
皆
様
か
ら
求
め
ら

れ
る
の
は
〟実
現
力〝
で
す
。

今
後
も
様
々
な
課
題
を
解
決

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

��

（
久
保
記
）

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　2月定例会の初日である令和5年2月
24日に副議長の選挙が行われ、飯田昌弘
議員が当選し、副議長に就任しました。
就任にあたっての副議長の挨拶を市議会
ホームページに掲載しています。また、2月
定例会では次のとおり常任委員会の委員
に変更がありました。

副議長の就任と
常任委員会委員の
変更のお知らせ

副議長

飯田 昌弘 議員
飯田　昌弘 議員　　厚　　生　　 経済文教
高橋　　功 議員　　経済文教　　 厚　　生

令和5年6月定例会日程（案）令和5年6月定例会日程（案）
　新型コロナウイルスの感染状況により、日程を変更する場合があります。
　令和5年6月定例会の日程は、5月26日(金)の議会運営委員会で内定し、6月2日（金）の本会議で決定します。

5/22日（月） 23日（火） 24日（水） 25日（木） 26日（金） 27日（土） 28日（日）

請願・陳情
提出期限（17:00）

10:00
議会運営委員会

29日（月） 30日（火） 31日(水) 6/1日（木） 2日（金） 3日（土） 4日（日）

10:00	 本会議	
（開会、議案説明） 休会 休会

5日（月） 6日（火） 7日（水） 8日（木） 9日（金） 10日（土） 11日（日）

休会 10:00	 本会議	
（議案質疑）

10:00	 本会議	
（一般質問）

10:00	 本会議
（一般質問）

10:00	 本会議
（一般質問） 休会 休会

12日（月） 13日（火） 14日（水） 15日（木） 16日（金） 17日（土） 18日（日）

10:00	 本会議
（一般質問）

9:00または10:00
建設常任委員会
13:30
厚生常任委員会

9:00または10:00
経済文教常任委員会
13:30
総務常任委員会

休会 休会 休会 休会

19日（月） 20日（火） 21日（水） 22日（木） 23日（金） 24日（土） 25日（日）

10:00	 本会議
（委員長報告、質疑、
討論、表決、閉会）

※�建設常任委員会及び経済文教常任委員会の開会時間は、付託された議案等の件数が６件以下の場合は午前10時に開会し、
７件以上の場合は午前９時に開会となります。

佐野市議会ホームページにおいて、議会の映像や会議録をご覧になれます。 佐野市議会

佐野市議会事務局	 電話：0283-20-3036　　ファックス：0283-21-4411
〒327-8501	佐野市高砂町 1番地	 電子メール：gikai@city.sano.lg.jp
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